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１．はじめに 
有明海は日本を代表する大型閉鎖性内湾であり，

我国の干潟総面積の 40%に及ぶ広大な干潟が発達し

た海域である．この干潟環境は，これまで潮汐や気

象条件，底生生物や微生物の活動などが，微妙なバ

ランスを形成し，生態系の生息環境として，また漁

場としても重要な役割を果たしてきた． 

しかしながら，近年，沿岸域の開発や河川からの

栄養塩流入の質や量の変化などにより，内湾への水

質負荷が増大してきている．ノリの色落ち被害など

環境悪化に伴う諸現象が顕在化しており，早急な干

潟環境の浄化機能の再生・回復が社会的に強く求め

られている(滝川ら 2003)． 

このような環境変動要因の分析とその影響評価を

目的として、平成 14 年 10 月に，熊本港の埋立地に
人工干潟を造成し調査を開始した。本研究ではこの

人工干潟の平成 14 年からの追跡調査結果に基づき，

地形及び底質の変動特性について検討を行った． 

 

２．野鳥の池における現地調査 

本調査対象である熊本港親水緑地公園，野鳥の池

（以下「野鳥の池」と略す．）は，野鳥観察及び環境

調査を目的として，熊本港北東角に造成された人工

干潟である．野鳥の池の概略図を図-１に示す．野鳥

の池は石積護岸によって外海と隔てられている．通

水管（直径 1.0ｍ）が池の東側と北側に 2ヶ所ずつ計

4ヶ所設置されており，潮汐の干満に応じて海水が自

由に出入りしている．地盤勾配は約 1/36 であり，周

りの干潟域より急勾配である．常に海水が溜まって

いる亜潮間帯が存在していおり，水深は干潮時（水

面 DL＝3.0ｍ）で平均水深 0.3ｍ，最深部で 1.0ｍ未

満である．池内の土壌は含泥率 70％前後のいわゆる

泥質干潟である．また比較対照地として 

17750 ㎡  4222 ㎡  1028 ㎡  
 

図-１ 野鳥の池における調査地点 

 

野鳥の池の東側約 30ｍに位置する泥質干潟（以下

「比較対照干潟」と略す．）についても調査を行った． 

地形調査では目盛付きの杭を地盤高 0.5m 間隔で，

亜潮間帯内の D.L=2.5m から H.W.L の 4.5m まで，A

ライン、Bラインの 2測線計 10 地点に設置して定点

観測を行った． 

 底質調査は，コアサンプラーにより深さ約 30cm

の柱状試料を採泥し，表層（0～-0.5cm），上層（-9

～-11cm），中層（-19～-21cm），下層（-29～-31cm）

の 4 層で粒度分析，含水比，CODsed，強熱減量，硫

化物含有率，ORP，pH について分析した． 

 

３．地形変動 

野鳥の池の地形は，通水開始後約 6ヶ月で亜潮間

帯と水際で約 10cm の堆積が見られ，約 2 年で 25～

30cm の堆積が見られた（図-2）．これは，池外から

の SS 負荷によるものと考えられる．また，池内潮間

帯ではところどころが浸食され，水道ができている．

野鳥の池の背後地である緑地公園からの雨水の流れ
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込みや潮汐変動によって底泥が浸食され，亜潮間帯

から水際にかけて堆積したとも考えられる． 

 

４．底質変動 

強熱減量(図-3)は夏に低下し，冬に増加する傾向

を示した。これは生物活性が高い夏に有機物が分解

され，生物の活性が低い冬に増加したものと考えら

れる．この現象は比較対照干潟においても同様の傾

向がみられた． 

硫化物(図-4)は比較対照干潟と池内亜潮間帯に

おいて存在が確認されたが，池内潮間帯ではほとん

ど確認されなかった．これは潮間帯が，潮汐によっ

て常に好気的環境を維持されたことによるものと考

えられる．亜潮間帯では-20cm の層で大幅な増加傾

向が見られた．この地点はもともと表層にあって硫

化物含有率の多かった地点である．それが堆積の影

響で嫌気的な環境が維持され，増加していったもの

と考えられる． 

 

５．まとめ 

野鳥の池の完成より 2年が経過した．池内の生態

系の構築とともに，地形変動については亜潮間帯に

おける約 30cm の堆積や潮間帯に数々の水道ができ

るなど，大きな変動が見られた。また，底質変動に

おいても亜潮間帯で堆積に伴う硫化物の増加や、季

節による有機物量の変動などが見られた．これらは

比較対象干潟の状態と同じ、又は近づきつつあるた

め野鳥の池は自然の干潟に近づいていると考えられ

る．今後，さらなる地形の変動や底質の変化に伴い、

生物種の多様化や水質浄化能力の向上が期待される． 
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図-2 野鳥の池の地形変動 
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図-3 亜潮間帯 B1 地点 強熱減量の 

  鉛直プロファイルの季節変動 
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図-4 亜潮間帯 B1 地点 硫化物含有率(対乾燥土

壌)の鉛直プロファイルの季節変動 
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